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(1) C1- 含有量の異なるコンクリート中の鉄筋を電気的に接続した場合. C1- 含有量が最も多いコン
クリート中の鉄筋がアノードになり，他の鉄筋の腐食を抑制する乙となどマクロセル腐食のメカニズム
に関していくつかの知見を得ている。
(2) 電気化学的特性値によって鉄筋の腐食発生時期や腐食の程度が非破壊的に判断できることを示してい
る。
(3) ひびわれのないコンクリート中の鉄筋腐食は水セメント比の増加とかぶり厚さの減少に伴い増加する
こと，コンクリート中の酸素量がマクロセル腐食に大きく影響すること等を明らかにしている。
(4) ひびわれの生じたコンクリートにおいて鉄筋の腐食は全てひびわれの位置に生じている乙と，ひびわ
れ幅は絶対的な大きさでなく，一つの試験体における相対的な大きさが重要であり，ひびわれ幅と腐食
との関係については一律に結論づ.けられないことを明らかにし，乙のことが一般に鉄筋腐食とひびわれ
幅との関係について相反する見解がある理由であることを指摘している。
(5) ひびわれがある場合も鉄筋腐食への水セメント比の影響は大きく，この比が大きい程腐食しやすいこ
と，一方かぶり厚さの影響は小さい乙と等を明らかにしている。
以上のように，本論文はコンクリート中の鉄筋の腐食機構に関して多くの知見を得ると共に，各種要因
の鉄筋腐食への影響を明らかにし，コンクリート系構造物の耐久設計上極めて有用な資料を提供したもの
であって，建築工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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